
議 事 録 
作 成 日 令和元年 12 月 22 日(日) 

作 成 者 建設部 上下水道課 

会議名 第５回 宮津市水道使用料金等審議会 

開催日時 令和元年 12 月 22 日(日) 17:00～18:00 開催場所 宮津市役所 第５会議室 

出席委員 

藤本 長壽 ：宮津市自治連合協議会 会長 

黒岡 芳子 ：宮津市地域女性の会 会長 

藤原 高広 ：宮津地区労働者福祉協議会 会長 

今井 一雄 ：宮津商工会議所 会頭 今井 一雄 

西村 正大 ：宮津天橋立観光旅館協同組合 理事 

三好 ゆう ：福知山公立大学 准教授               

四蔵 茂雄 ：舞鶴工業高等専門学校 教授 

 

内    容 

１ 挨拶 

  ・事務局より開会にあたっての挨拶 

２ 答申（案）について 

  ・事務局よりこれまでの審議内容を答申（案）にまとめ、委員に配布。 

  ＜意見＞ 

  〇前文部分について 

   ・今後の水道事業は、宮津市水道事業ビジョンに基づき運営されていくものと考える。前文の部分で、水

道事業ビジョンに基づく運営を行っていく視点を追加してはどうか。 

   ・水道事業については、現在、コンセッション方式等を含め民営化を導入する状況にない伺っている。市

の責任において運営されるべき旨も追加していただきたい。 

  〇１.経営基盤の強化について 

   ・文言の修正はない。経営状況の開示については、より分かりやすい情報開示の方法を検討していただき

たい。 

  〇２.水道使用料金の見直しについて 

   ・（3）の※部分。「入れるべきではない」の表現は強い。前文の「・・配慮されるべき内容である。」で終

えるのが良い。 

   ・（4）について、改定の規模も周知するよう明記して欲しい。 

  〇3.その他の付帯意見について 

   ・経営状況の分析も５年ごとに実施するように読める。分析は随時行い、審議は５年ごとに実施すると読

めるように修正を。 

 

  



内    容 

 ＜全体を通しての意見・質疑＞ 

  ・市民への周知はどのように行っていこうと考えているのか。 

   →５月の自治連合協議会の総会で周知。その後、希望がある地区には説明に伺いたいと考えている。 

    広報誌等での周知も実施する。（事務局） 

  ・各自治体にまわって説明するくらい丁寧にやる必要があるのではないか。 

   →説明会をやるのは良いことだとは思うが、そのための職員の人件費も経費となる。なんでも丁寧にやれ

ば良いとは思わない。広報誌等の活用も含めバランスをもって周知してもらえたら良い。（委員） 

   →経費の増加につながらない周知の方法を検討して欲しい。（委員） 

  ・市民は、何パーセント料金が上がるということより、自分の家だと何円上がるのかということが知りたい

こと。周知については、具体的にどれだけ料金が上がるのかということが分かるものとして欲しい。 

 

３ その他 

  ・審議会としては、今回をもって終了とする。 

  ・今後は、修正した答申（案）を郵送するので、確認をお願いしたい。 

  


